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海洋堂の軌跡
～サブカルチャーと現代～

2007年7月20日(金)
～9月2日(日)

皆さんは子供の頃オマケにつられてお

菓子をねだった事､その箱を開ける瞬間
のワクワク感を､覚えていますか?大人
になってからは､コンビニに並ぶお菓子
の中から出てくる精密な動物や妖怪等の
フィギュアを思う存分集めた方もおられ
ると思います｡食玩とよばれているお菓
子のオマケは､近年新しい文化として定
着しつつあります｡

そのブームのきっかけを作ったのが､
今回紹介する｢海洋堂｣です｡ 1964年に

小さな模型店としてスタートを切った海
洋堂は｢創る楽しみを全ての人に｣を創
業当初のキャッチフレーズに､モノづく

りの夢と情熱を持ち続けてきました｡彼
らの作り出すモノ達は､食玩なんて所詮
おもちゃだろう､という今までの概念を

覆し､フィギュアマニア以外の人々にも

広く造形師の仕事を知らしめました｡ま
た､海洋堂の｢オタク｣達は塗装にもこ
だわり､小さいモノでも彩色工程が20-
30色といったものも珍しくないそうです｡

そんな彼らの仕事によって日本におけ
るフィギュアというジャンルが確立した
と言ってもよいでしょう｡美少女フィギ
ュアやロボットそれぞれの名手､動物､

恐竜の第一人者等々､個性的な造形師達
のモノ作りに対するこだわりが､海洋堂
のクオリティーを支えてきました｡海洋

堂が生み出した造形物からその時々のオ
タク文化のトレンドを読み取るのも面白
いはずです｡子供の頃のドキドキした気

持ちを思い出して､会場をのぞいてみま
せんか?　　　　　　　　　[冨岡洋子]
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■主な活動　2006年

9.29-ll 12◆ ｢イサム.ノグチ展｣ギャラリー

トーク(会期中毎日曜･祝日､各日午前･午後､

開催回数のベ17回､参加者数のべ496名) =･A

10. 1◆しびの-と14号発行

10 14◆秋の吉備路さすらい研修ツアー(吉備国

際大学文化財総合研究センター　講師･大原秀之

氏ほか/成羽町美術館　講師･渡辺浩美氏) -B

10 21◆まるごと探偵クラブ｢イサム.ノグチ探

険記｣アシスタント･･･C

10 22◆子どものアトリエvol ll ｢イサムさんと

遊ぼう!｣ (講師:建築家･林幸稔氏)アシスタント

ll 23-12.10◆ ｢高松市美術館コレクション展Ⅰ

戦後日本現代美術のあゆみ｣ギャラリートーク
(会期中毎日曜･祝日､各日午前･午後､開催回数

のべ8回､参加者数のべ98名) -D

2007年

1.6◆香川県広報誌｢THE　かがわ｣ 2月号による

活動内容インタビュー

1 12-1 28◆ ｢高松市美術館コレクション展Ⅱ

東西芸術家の出会い｣ギャラリートーク(会期
中毎日曜･祝日､各日午前.午後､開催回数の

べ6回､参加者数のべ64名) ･･･E

1 27◆コレクション展Ⅱアートで遊ぼう! ｢五

感でアートを楽しもう!｣アシスタント

1.27◆西日本放送ラジオによる活動内容インタビュー

2.10◆5期常設展アートで遊ぼう! ｢讃岐彫と現

代美術のフシギな関係!?｣アシスタント

2 16-3 25◆ ｢ロートレック賛歌展｣ギャラリ
ートーク(会期中毎日曜･祝日､各日午前･午

後､開催回数のベ14回)

2. 21◆NHK米子およびNHK広島文化センターに対

するギャラリートーク

2. 22-23◆高松市立栗林小学校6年生5クラス受け入

れ｡各クラスを受け持ち､対話型ギャラリートーク.

2 25◆ワークショップ｢ロートレックと遊ぶ｣ (講師.

グラフィックデザイナー･U Gサトー氏)アシスタント

2 27◆市政出前ふれあいトーク｢アートで遊ぼう!｣

のアシスタント(高松市社会福祉協議会において)

3 4/ll/17/18◆子どものアトリエvol.12 ｢影絵

劇に挑戦!｣ (講師　人形劇団｢ドリーム｣メ

ンバー河野美恵子氏)

3.18◆まるごと探偵クラブ｢ロートレックのひ

みつを探せ!｣アシスタント

D r高松市美術館コレクション展Ⅰ戦後日本

現代美術のあゆみ｣ギャラリートークを終えて

コレクション展の展示作品は､文字通り

全て高松市美術館のコレクション｡毎回テ
ーマが設定されていますが､今回は戦後日

本現代美術の流れを10年ごとに紹介すると
いうもの｡個人的に印象に残ったのは福田

美蘭の巨大な絵画の連作と上田薫の《なま
玉子J》 ｡玉子はこどもにも人気でした｡
一方､私にはとてもショックな事があり

ました｡今回の出展作品に森村泰昌がゴッ
ホの自画像に扮した作品があったのですが､

それと横に貼られていたゴッホのオリジナ
ル作品の写真を見比べて､ (あまりに当館

の森村作品を見ることの方が多かったため
か) ｢地味?｣と天下のゴッホの作品につ

いて感じてしまったことです｡

森村の模倣パワーに､本物の影が薄くな
ってしまったのか･･･! ?よく見ているモノ

は､こんな風に頭の中を占領していくのか
しらと実感しました｡他のシヴィメンバー
に聞いてみたところ､意外にも｢(私に)同感｣

との意見もあり､私だけじゃないんだ､と

ひと安心｡次回､この作品が展示されたら､

みなさんはどうお感じになるかお確かめ下
さいね!　　　　　　　　　[末原香里]



済Q-).が等.　-柵

1.E松市美術鮒コレクション　-ここに紹介する画家､野見山暁治を私がはじめて

知ったのは､十数年前のことである｡野見山は､高松市美術館記念講演会の講師として招かれていた｡当時､私は彼がどういう絵を描く画家なのかということさえ知らなかったo　!九五二年にフランスへ渡り､一九六四年帰国o　その後母校の東京芸大教授という経歴から､さぞや難しい話になるのでは､と思っていた｡が､すぐにそれが私の勝手な思い込みであることがわかったo　あけつぴろげで､飾らない､わかりやすい話を聞いているうちに､なんだか笑ってしまうのである｡そんな野見山の人柄から､彼の作品に興味を持った｡

《虚空》は'野見山がフランスから帰国する直前

の四二歳頃描かれた作品である｡くすんだ灰色を画面いっぱいに塗り込み､その上に黒､赤褐色の塊と図太い線によって､画面は断ち切られている｡そこに描かれているものは､山､島､雲､煙､光'影､河､家-観る人によってありとあらゆるものにみえはしないだろうか｡野見山は､自身の本の中でこのようなことを言っている｡　｢風景といいながら結局は人間を描いているのではないかとも思う｣　(『野見山暁治の風景デッサン』)｡画面の鋭角的な黒い塊は､彼の生まれ故郷である筑豊の原風景1ボタ山や炭坑町のすすけたトタン屋根かもしれない｡しかし､それ以上に彼の言葉どおり､自分自身の心象風景なのかもしれない｡長野県上田にある　｢無言館｣は､戦没画学生慰霊の美術館である｡野見山は､遺作を集めるために､全国を訪ね歩いた｡昨年､久しぶりに　｢無言館に込めた思い｣　の講演を聞く機会があった｡彼のユーモアとあけつぴろげな語り口は､八六歳になっても健在だった｡

｢虚空｣　とは､仏典では､一切の事物を包容して､

その存在を妨げないとあるが､せめて絵を観る時ぐらいは､心のままに自由に思いをめぐらせては!と野見山に言われそうである｡　　　　　[鈴木典子]

野見山暁治《虚空》 1962年油彩･麻布88.5×146cm
*本作は2007年4月3日～6月10日開催の第1期常設展

｢空と大地｣にて展示予定

群や矛妙ロ.膳泉級した藷
津告.･-1{: ･JJ :['...昌㌦;. :;.･l;.i;

客線を展示骨格に負けてある休憩官に.rpJ寮内-ようiJ､-たo　あそこにはソファーとガラス盤-の景色-か尊いんですよね-.(た)
人が空くiJ4)､宣･が感如しプロ･(ラが-

主体作品をご貴内-たとdJのこと.　｢.ri,うで､こちら(｣　とお客格にセンサー感如後置まで涛尊-たのはいいが､小4,.1のは回るのに丁各大き･&プロペラが動かをい｡とっさに　｢(.i,うしたのでしょう'プロペラの'.pJ塊嬢がきょうは患いようですね｣｡トーク級'cLuL克輩がそつと私に耳わちo　｢あの大きいプロペラは濠､和から動かをい哉計をのき-｣　犬ウリをついて-まいま-た｡.iJうもすみませんっ芦(_)き(た)
ゲント美術館展だったiJ誓,ます｡トークが終わ

ってネッとした噂に､一人の女収が寄ってこられ喜-た.彼女日く｢今のお藷は'周藤の解草又を務めばわかる内患ねo　お客さんがせっかく畳まっているのだから､彼らから意見を引き虫-'或@'.てきるようにすればいいiJ思うo MO三Adそうだったわ｣　o　対藷型ギャラリートークの薦めだったのですが､いき令-･言われて私の句はテンにをるばかりで-たo　いつか布告型トークができたらいいをあo　拳｡(紘)
バーク終了後あるお客様から､｢淡トークすると

きほ　｢えーと｣　｢あの-｣　の敦を十回淡下にするように｣　とキツイだめ虫-をもらったことが-(ま)臥--ク菌､菜館確忠を-ていたら'｢あをたt pJ三で何-ているの?｣　とお人から声をかけられ､一瞬に-てあおうと-ていた官費を忘れてJまうAJい

ありま-た｡公の嫁の美術鋸'ど寺たが暴

られてるネ息或ではないiJころ'車常gを泉おない



｢空気砲｣による実劇

爆音煙威閃光の勢療パフォーマンス

2007年2月22日(木)空気砲パフォーマ

ンス′′DON ≡ ′′件裂!

エントランスホールに謎の物体出現!大砲らし

きもの､スピーカー､扇風機などからなる､この

幅10メートル近くある黒い巨大な装置は､アーテ
ィスト牛大伍氏の作品《DON!》 ｡地域創造主催に
よるホール･美術館職員向けセミナー｢アートミ
ュージアムラボ高松セッション｣のプログラム

の一つとして､この日の18時からこの《DONl》の

実演が行なわれたのです｡オレンジのつなぎとア
フロヘアでクールに決めた牛氏は､ 18時になると

おもむろにパソコンのキーボードをたたき装置に
指示を出します｡するとゴーという地響きに似た
低いうなり声のような音がスピーカーから発せら
れます｡そして牛氏によってガスが大砲に注入さ
れ､しばらくすると｢どんl｣という轟音ととも
に閃光を発した大砲から煙の輪が発射されます｡
この発射は一定のリズムで続き､その昔の連続は

まるで単純な旋律が反復されるミニマル･ミュー
ジックのよう｡そして時おり､真ん中にある｢超

特大大砲｣から巨大な煙の輪が!これは発射前に
｢キュ～～ツ｣という音がするので､観覧者は一

同｢来るぞ､来るぞ｣と胸を高鳴らせます｡煙の
輪は触ると目の前で崩れてしまい､迫力のわりに
はなんとも威力のない大砲です｡パフォーマンス
は20分くらい続き､終わったときには会場は煙だ
らけ｡観覧者にはもちろん大好評で､拍手喝さい
です｡暗い中､煙と光と音を体全体で感じる作品
なので､終わったあとの感覚は､ハードロックの

ライブを聴き終わった時に似ているかもしれませ
ん｡ちなみに､当日の昼間､団体鑑賞で訪れた小

学生たちから｢どうしても気になる｣といわれ､
特別に実演をしたそうです｡小学生たち､どんな
反応をしたのでしょうか?赤ちゃんやお年寄りの
反応も見てみたいものです｡

[高松市美術館学芸員牧野裕二]

現代アートがとて
｢今｣を表現しているものが面白い

…とは､ボランティアグループ･シ

そのものに多くの人が興味を持ち､
う願いから2000年に創刊され､今回でほ号を迎えま

勤報告だけではつまらない､読み物としても面白いも
いう方針で編集してきましたが､最近の記事は｢高松

術館のJ ｢ボラボランティアである｣ ｢シヴィ｣が発信するメデ
然性がやや薄いと思われるものが見受けられまが見受けられま

増やし､ギャラ今回は､活動報告のヴォリュームを
の裏話的な記事も掲載してみました
は｣の誌面づくりのために試行錯誤し

[高松市美術館学芸員牧野裕二

クラブ第3弾｢ロートレックのひみつを探せ!
香東中学校美術部とリンクした今回の活動も

ものとなりましたo　シヴィの有志に下記感謝状を
たは高松市美術館において開催される子ども向けプロ

｢まるごと探偵クラブ｣において　柔軟な発想とあさくれ

そして果敢な実行力で毎回参加者を楽しませイベント
導くと共に､鑑賞教育発展のために大いに尽力されましたo
てその功績と楽しみ方のあなたらしさに対して深い感謝と

あなたと出会えたことの喜びをお敬えし活動を通してあなたと出会えたことの喜びをお低責
[高松市美術館学芸員毛利直
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